
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和４年２月１０日発行 第４号 秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

秋田県立ゆり支援学校 

 

共生すること 

ゆり支援学校 校長 髙橋 譲 

 

本校は平成 30 年度から、コミュニティスクールとして学校運営協議会を設置していますが、そ

の目的のひとつに、障害のある子どもたちの自立と社会参加を目指し、地域の方々と一緒に共生社

会を作っていくことがあります。また本校が掲げる目指す学校像「地域と共に歩み、地域で育ち、

地域に必要とされる学校」は、「学校そのものがこうありたい」と目指している姿であると同時に、

日々私たちが「地域と共に、地域に必要とされる子どもたちを育てたい」と取り組んでいる根本で

もあります。 

子どもたちが将来自立し、社会参加できる力を身につけるために、学習活動が教室の中で完結せ

ず、地域に出かけて本物を見たり、地域の方々と直接やりとりしたりする実体験を伴うことは、障

害の有無にかかわらず大切なことだと思います。また、子どもたちが力をつけると共に重要なのは、

受け入れる側の理解です。本校が地域と関わる活動を積極的にすすめているのは、子どもたちの力

を高めることと同時に、その活動を通じて地域の方々に子どもたちのことを理解してもらうことも

願っています。また、今地域を形成している大人たちへのアプローチだけでなく、地域の小中学校

の子どもたちと、互いの存在を意識し、理解しあうことを見据えて取り組んでいるのが、様々な交

流活動や障害理解学習です。特に障害理解学習については、これまで、交流活動を充実させるため

の事前学習的なねらいが主であったものから、交流活動がなくても、将来共に社会を作っていくで

あろう子どもたち同士が、対等な立場で関わっていける関係を作っていくことにねらいをシフトし

てきています。 

「障害があるから助けてあげる」という思いやりは大切ですが、そこにとどまることなく、全

ての人が障害の有無に関わらず、互いの隣人として、「困っているから助けあう」関係になるの

が共生社会なのではないかと思います。私たちが障害のある子どもたちの社会参加に向けて様々

な取り組みをしているのは、共生社会のある一部分なのかもしれません。でも、その一部分から

でも、みんなが互いを意識し、認め合える関係づくりに広げていければと思っています。 

 

 
＜R３年度 地域支援部の取組から＞ 

学校紹介パネルを更新

し、居住地校交流をす

る学校を中心に期間掲

示をお願いしました。

このパネルは、直接交

流の有無に関わらず、

お貸しすることができ

ます。お気軽にお声が

けください。 

居住地校交流 

障害理解学習 

今年度も教育相談、

学習等支援等にご協

力をいただき、あり

がとうございまし

た。これからの支援

活動の充実に向け、

アンケートを別に添

付しております。ご

協力よろしくお願い

いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T E L ：0184-27-2631 
Ｅ-mail: yuri-s＠akita-pref.ed.jp 

先生方のお悩みや疑問にお答えします。

ご連絡、お待ちしています。 

秋田県立ゆり支援学校 地域支援部 

進路に関する情報 Ｑ＆A 
 

Ｑ１．ゆり支援学校では、進路指導をどのように行っていますか？  

   小学部から高等部まで、進路指導を生き方指導と位置付け、保護者の協 

力を得ながら、「進路指導の手引き」をもとに、個別面談、作業学習の強 

化、事業所見学、校内・現場実習、面接練習など、計画的、継続的に行っ 

ています。一般的に行われる進学指導、就職指導だけでなく、障害者福祉 

サービスに係る申請や福祉事業所との契約・連絡調整等も行っています。 
 

Ｑ２．高等部を卒業した生徒は、どのような進路に進んでいますか？ 

  小売業、サービス業、製造業などの一般企業に就職しています。また、福祉サービスの利用先

として、ハイタッチ、コロニー、鳥海フォス、ほっこり茸の里、Lead本荘（就労継続支援Ｂ型）

さんとらっぷ、逢い、水林新生園（生活介護）などがあります。詳しくお知りになりたい場合は

本校までお問い合わせください。 

 

授業の紹介（保健体育） 

支援機関事業説明会の様子 

 
 

タブレットで動画を記録し、生徒自身

が振り返られるようにしました。 

授業の個人目標を、生徒自身

が考えて、選ぶことができる

ようにしました。 

振り幅を示すカードを用意し、どのように打

ったらいいかを考えたり、生徒同士でアドバ

イスをしあったりする場を設けました。 

 中学部の保健体育科「グラウンドゴルフ」（９月実施）

を紹介します。「上達を目指し、生徒が伝え合い、高め合

いながら運動する場の設定」を視点にして、授業を行いま

した。「上達のポイント」を４つに絞り、毎回の授業で一

つずつ提示することで、運動技能の向上を目指しました。

上達のポイントについては、体の動きについての説明を具

体的に示したり、イラストを多く提示したりして、生徒が

理解しやすいようにしました。他にも、手首を固定する補

助具を準備するなどの支援も行いました。タブレットの活

用やイラストの提示については、他の教科、他学部の授業

でもよく行われている指導の工夫となっています。 


